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災災害害時時避避難難行行動動要要支支援援者者名名簿簿へへのの登登録録    身身     知知     精精   

災害時の避難支援などに活用するため、登録者の情報を避難支援関係者に提供します。 

 

●対象者 

以下全てに該当する人 

・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳いずれかの交付を受けている人 

・在宅の人（施設等へ入所している人は除く） 

・家族以外の第三者の支援がなければ、避難が困難な人 

・地域の避難支援関係者（自治会）等へ情報が提供されることに同意する人 

 ※情報提供先及び提供される情報は以下をご確認ください。 

 

●窓口 

各区社会福祉課（裏表紙に記載） 

    

●情報提供先 

自治会（自主防災組織）、民生委員・児童委員、警察・消防関係、その他の避難支援等の実施に携 

 わる関係者 

 

●提供される情報 

①氏名、②生年月日、③性別、④住所（居所）、⑤電話番号、⑥障害種別・程度、⑦その他避難    

支援に必要な情報（住宅地図等） 

※年１回提供します。 

 

●注意事項 

・同意を得て支援団体等に提供された個人情報は、災害発生時のほか地域の防災対策（防災活動、

避難支援活動等）に活用します。 

・同意することにより、災害時の避難行動の支援が必ず保証されるものではありません。また、   

地域の避難支援者は、法的な責任や義務を負うものではありません。 

・支援団体等へ情報を提供する際に、市が所有する情報にて要件に該当しない場合（死亡・市外   

転居・施設入所等）は、情報の提供は行いません。 

・名簿の登録は、変更の申出がないかぎり、自動的に継続します。  
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重重度度身身体体障障害害者者住住宅宅改改造造費費助助成成    身身   

既存住宅の浴室、便所、洗面所、台所、玄関、廊下その他住宅設備を身体に障がいのある人向けに   

改造するために必要な経費を補助します。 

※※必必ずず着着工工前前にに相相談談のの上上、、申申請請ししててくくだだささいい。。  

●対象者 

浜松市に住所を有し、身体障害者手帳を持っている人で、次の各号すべてに該当する人。 

１．身体障害者手帳の交付を受けた下肢、体幹又は視覚の障がいがある人で、肢体不自由又は視覚

障害の程度が総合等級で１級又は２級の人 

２．住宅設備を改造する必要がある人 

３．次のいずれかの課税状況に該当する世帯の人 

・市、県民税が非課税の世帯（４月から６月までの間に申請する場合は前年度分） 

・前年分の所得税額が 200,000 円以下の世帯（４月から６月及び１月から３月の間に申請する

場合は前々年分） 

４．市税に滞納がない世帯に属する人 

 

●助成金額 

(1)市県民税が非課税の世帯 

・工事費（補助対象経費）の３分の２以内で 750,000 円を限度とする。 

(2) (1)に該当しない世帯で、前年分の所得税額が 200,000 円以下の世帯 

・工事費（補助対象経費）の２分の１以内で 750,000 円を限度とする。 

ただし、他の住宅改修費（日常生活用具費助成事業、介護保険制度）と併用するものは、 

その給付額を差し引く（過去の支給分を含む）。 

※新築・増築は住宅改造費助成対象になりません。 

 

●手続きに必要なもの 

・身体障害者手帳、印鑑（朱肉を使うもの（スタンプ印不可）） 

・助成対象工事見積書 

・平面図（改造前と完成予想図各１部） 

・写 真（改造を必要とする部分の写真） 

・所得税額を証明するもの（同居家族全員及び改造後同居しようとする世帯を含む） 

 【例】前年分の源泉徴収票または確定申告の控え等 

（４月から６月及び１月から３月までの間に申請する場合は前々年分） 

 

●窓口 

各区役所社会福祉課（裏表紙に記載） 
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市市営営住住宅宅    身身   知知     精精   

市営住宅は年に４回入居者募集を行い、資格要件を満たしている人が申込可能です。 

詳しくは、下記窓口までお問合せください。 

 

●資格要件 

・住宅に困窮している人 

・市内に住んでいる人、又は市内に勤めている人 

・現に同居または同居しようとする親族のある人 

※ただし、身体に障がいのある人（１～４級）、精神障がいのある人（１～３級）、知的障がいのあ

る人で、自立生活ができる人は単身入居の申込ができます。（単身入居が可能な住宅に限ります。） 

・国税、地方税等を滞納していない人 

・入居又は同居しようとする人が暴力団員でない人 

・申込者及び同居しようとする親族全体の過去１年間の所得金額が一定金額以下の人 

  一般世帯：月額１５８，０００円以下 

  裁量世帯（障がいのある人がいる世帯等）：月額２１４，０００円以下 

・確実な連帯保証人がいる人 

 

●心身障害者向け住宅（車椅子対応） 

身体に障がいのある人（１～４級）、精神障がいのある人（１・２級）、知的障がいのある人がいる

世帯のみ入居ができます。 

遠州浜団地（２戸）、萩丘団地（２戸）、佐鳴湖西団地（４戸）、初生団地（２戸） 

 

●窓口 

浜松市営住宅管理センター     ☎４５７－３０５１ 

浜松市営住宅北部管理センター   ☎４０１－０３２３  

 

地地域域相相談談支支援援  

●地域移行支援 

入所施設や精神科病院等から地域生活への移行を希望する人に、住居の確保等必要な支援を   

行います。 

利用するためには、区役所社会福祉課より給付の決定を受ける必要があります。 

（（ＰＰ３３００参参照照））  

 

●地域定着支援 

居宅において単身等により地域生活が不安定な人に対し、常時の連絡体制を確保し、 

障がいの特性により生じる地域生活における課題について、相談や訪問等を行います。 

利用するためには、区役所社会福祉課より給付の決定を受ける必要があります。 

（（ＰＰ３３００参参照照））  

 


